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6
月
22
日
、

４
万
５
千
人
が

原
発
再
稼
働
反

対
を
掲
げ
、
首

相
官
邸
を
包
囲

し
た
。
そ
の
一

方
、
橋
下
市
長

は
一
転
し
て
再
稼
働
を
容

認
、
福
井
県
知
事
は
安
全
論

を
語
っ
て
い
る
▼
人
類
と
原

発
が
共
存
で
き
な
い
こ
と
が

明
確
に
な
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
新
た
な
「
安
全
神

話
」
や
「
電
力
不
足
」
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
で
、
何
が
何
で
も

再
稼
働
さ
せ
、
こ
れ
か
ら
も

「
原
発
依
存
」
の
日
本
を
め

ざ
す
勢
力
に
は
、
こ
の
国
は

任
せ
ら
れ
な
い
と
感
じ
る
▼

な
ぜ
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
原
発

に
固
執
す
る
の
か
、
そ
の
答

え
を
１
９
８
３
年
の
新
聞
記

事
が
教
え
て
く
れ
た
。
当
時

の
毎
日
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た

全
国
原
子
力
発
電
所
所
在
市

町
村
協
議
会
会
長
で
あ
る
高

木
孝
一
敦
賀
市
長
の
講
演
会

で
の
発
言
だ
。「
原
発
は
電

源
三
法
交
付
金
や
原
発
企
業

か
ら
の
協
力
金
が
あ
り
、
た

な
ぼ
た
式
の
金
だ
。
放
射
能

の
汚
染
で
50
年
、
１
０
０
年

後
に
生
ま
れ
る
子
供
が
み
ん

な
障
害
者
で
も
心
配
す
る
時

代
で
な
い
」
信
じ
難
い
暴
言

だ
。
こ
の
協
議
会
こ
そ
が
全

国
に
54
基
も
の
原
発
を
建
設

さ
せ
て
き
た
の
だ
。
先
日
、

引
責
退
任
し
た
東
電
の
役
員

８
人
が
グ
ル
ー
プ
会
社
に

「
天
下
り
」
し
た
こ
と
も
報

道
さ
れ
た
。「
カ
ネ
」
や

「
利
権
」
の
た
め
に
国
民
の

命
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
政

治
を
一
刻
も
早
く
変
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
コ
）
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集
会
で
は
、被
災
地
の
参
加

者
か
ら
、国
の
被
災
地
復
興
支

援
金
に
つ
い
て
、
漁
業
関
係
の

復
興
で
は
地
元
関
係
者
に
は
27

％
し
か
使
わ
れ
ず
、
大
部
分
は

大
企
業
に
よ
る
漁
業
の
大
規
模

化
の
費
用
に
使
わ
れ
て
い
る

と
、
地
元
住
民
の
く
ら
し
の
復

興
と
は
程
遠
い
実
態
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
は
、
農
林
水
産

業
の
み
で
は
な
く
、
医
療
や
福

祉
へ
の
市
場
原
理
導
入
、
労
働

や
公
共
事
業
分
野
の
自
由
化
に

よ
る
安
価
な
労
働
者
の
流
入
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
国
民
生

活
に
影
響
を
及
ぼ
す
問
題
で

す
。
北
海
道
で
は
Ｊ
Ａ
関
係
者

や
医
療
関
係
者
、
民
主
党
議
員

も
反
対
す
る
状
況
を
生
み
出

し
、
滋
賀
で
も
、
だ
れ
も
が
安

心
し
て
受
け
ら
れ
る
医
療
を
守

る
取
り
組
み
が
す
す
ん
で
い
る

と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

普
天
間
基
地
問
題
で
は
、
米

軍
の
垂
直
離
陸
機
オ
ス
プ
レ
イ

の
普
天
間
基
地
配
備
に
対
し
沖

縄
県
内
全
41
市
町
村
で
反
対
決

議
が
あ
が
り
、
宜
野
湾
市
で
の

市
民
集
会
に
は
５
２
０
０
人
が

参
加
す
る
な
ど
、
怒
り
の
声
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

原
発
再
稼
働
の
問
題
で
は
、

大
飯
原
発
再
稼
働
の
政
府
決
定

に
対
し
、
４
万
５
千
人
が
首
相

官
邸
前
、
１
５
０
０
人
が
関
西

電
力
本
社
前
で
の
抗
議
集
会
に

集
ま
り
ま
し
た
。「
安
全
性
が

完
全
に
保
障
さ
れ
な
い
中
、
再

稼
働
は
許
さ
れ
な
い
」、「
再
稼

働
が
必
要
と
し
て
い
る
の
は
一

部
の
人
間
だ
」
と
、
再
稼
働
を

許
さ
な
い
声
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。

　

集
会
終
了
後
、
３
コ
ー
ス
に

分
か
れ
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、

「
ス
ト
ッ
プ
！　

消
費
税
大
増

税
・
社
会
保
障
大
改
悪
・
Ｔ
Ｐ

Ｐ
参
加
」「
原
発
ゼ
ロ
、
雇
用

拡
大
で
景
気
回
復
・
震
災
復
興

を
」
と
、
盛
大
に
ア
ピ
ー
ル
し

ま
し
た
。
府
職
労
の
参
加
者
も

「
な
く
せ
貧
困
！
つ
く
ろ
う
！

働
く
ル
ー
ル
」
の
横
断
幕
を
持

っ
て
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

長
引
く
不
況
と
、
不
況
に
あ

え
ぐ
国
民
の
生
活
に
対
し
、
無

責
任
な
態
度
を
と
り
続
け
る
民

集
会
へ
参
加
す
る
な
ど
、
今
の

悪
政
に
対
す
る
怒
り
が
行
動
に

な
っ
て
表
れ
て
い
ま
す
。

自
公
や
財
界
へ
の

怒
り
や
将
来
の
不

安
に
、
多
く
の
人

が
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
の
ち
が
い
を
超

え
て
集
ま
り
、
共

同
の
取
り
組
み
が

広
が
っ
て
い
ま

す
。
原
発
再
稼
働

問
題
で
は
、
著
名

人
を
は
じ
め
子
育

て
世
代
や
青
年
が

そ
れ
ぞ
れ
の
つ
な

が
り
を
活
か
し
て

　

６
月
26
日
、
民
自
公
３
党

は
、
多
く
の
国
民
の
声
を
無
視

し
て
、
３
党
密
談
に
よ
り
消
費

税
増
税
を
強
行
採
決
し
ま
し

た
。
年
収
２
０
０
万
〜
２
５
０

万
円
の
世
帯
で
は
、
10
％
へ
の

消
費
税
増
税
で
年
間
12
万
円
も

の
負
担
増
と
な
る
試
算
が
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
全
労
働
者
の
40

％
を
占
め
て
い
る
ワ
ー
キ
ン
グ

プ
ア
と
言
わ
れ
る
低
所
得
者
層

に
と
っ
て
は
死
活
問
題
で
す
。

２
６
６
兆
円
も
内
部
留
保
を
抱

え
大
儲
け
し
続
け
て
い
る
大
企

業
の
法
人
税
減
税
を
や
め
、
所

得
税
の
最
高
税
率
を
引
き
上
げ

る
な
ど
富
裕
層
へ
課
税
負
担
を

求
め
れ
ば
、
消
費

税
増
税
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。
賃
金

底
上
げ
な
ど
に
よ

っ
て
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の

60
％
を
占
め
る
個

人
消
費
を
拡
大
す

る
こ
と
こ
そ
が
景

気
回
復
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
解

雇
規
制
法
・
パ
ー

ト
労
働
法
・
派
遣

労
働
規
制
法
な
ど

を
、
労
働
者
を
ま

も
る
た
め
の
法
律
に
改
正
し
、

パ
ー
ト
・
非
正
規
の
均
等
待

遇
、
有
期
雇
用
か
ら
無
期
雇
用

へ
の
雇
用
形
態
の
変
更
、
最
低

賃
金
の
引
き
上
げ
な
ど
労
働
者

の
く
ら
し
と
権
利
を
ま
も
る
働

く
ル
ー
ル
の
確
立
が
重
要
で
す
。

　

府
職
労
は
こ
の
間
、
毎
月
定

例
で
働
く
ル
ー
ル
の
確
立
を
目

指
す
統
一
行
動
や
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
不

当
解
雇
撤
回
を
は
じ
め
、
民
間

の
争
議
支
援
な
ど
に
取
り
組

み
、
安
定
し
た
雇
用
を
実
現

し
、
労
働
者
の
権
利
を
守
る
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

大
飯
原
発
再
稼
働
や
消
費
税

増
税
の
強
行
、
普
天
間
基
地
へ

の
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ

参
加
な
ど
悪
政
の
オ
ン
パ
レ
ー

ド
は
許
せ
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た

悪
政
に
対
す
る
怒
り
を
集
め
、

国
民
の
総
団
結
の
力
で
、
国
民

の
い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
る
政

治
へ
転
換
し
ま
し
ょ
う
。

　

６
月
23
日
、「
い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守
れ
！　

６
・
23
怒
り
の
国
民
大
集
会
」
が
「
ス
ト

ッ
プ
！　

消
費
税
大
増
税
・
社
会
保
障
大
改
悪
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
」「
原
発
ゼ
ロ
、
雇
用
拡
大

で
景
気
回
復
・
震
災
復
興
を
」
を
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
東
京
明
治
公
園
で
開
催
さ
れ
、

全
国
か
ら
２
万
４
０
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
各
地
か
ら
、
今
の
政
治
に
対
す
る
怒
り
と

取
り
組
み
、
決
意
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
原
発
再
稼
働
反
対
の
取
り
組
み
を
は
じ

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
で
、
共
同
の
取
り
組
み
が
大
き
く
広
が
っ
て
い
ま
す
。
民
自
公
に
よ

る
悪
政
へ
の
怒
り
の
声
を
広
げ
、
国
民
総
団
結
の
力
で
政
治
の
流
れ
を
変
え
ま
し
ょ
う
。

NO！増税・原発再稼働増税・原発再稼働

いのちと暮らしを守れ！６・23怒りの国民大集会いのちと暮らしを守れ！６・23怒りの国民大集会

国
民
不
在
の
政
治
を
許
す
な
！

全
国
で
湧
き
起
こ
る

「
怒
り
」の
声
と
運
動

悪
政
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
は

許
さ
な
い
！
今
こ
そ
政
治

を
変
え
よ
う　
　
　
　
　

全国　怒り怒り大集合か　
　ら

２
万
４
０
０
０
人
が
参
加

２
万
４
０
０
０
人

森　裕之 さ　
　ん（立命館大学教授）

府職労2012自治研究集会
７月14日（土）13：00より

＜講演＞
地域主権改革・地方自治破壊
の攻撃、大阪から広がる危機
の様相


